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特に注意を要する事項
西日本と沖縄・奄美では、２週目は気温がかなり高くなる所があるでしょう。

特に注意を要する事項・出現の可能性が最も大きい天候
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・ 北日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるでしょう。
・ 東・西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ

曇りや雨または雪の日が多いでしょう。
・ 北日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日

が多いでしょう。
・ 東・西日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ

晴れの日が少ないでしょう。
・ 沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が

多いでしょう。

出現の可能性が最も大きい天候
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全般１か月予報

１か月
気温(％) 降水量(％) 日照時間(％) 降雪量(％)
低 並 高 少 並 多 少 並 多 少 並 多

北日本
日本海側

40:30:30
30:40:30 40:30:30

太平洋側 30:40:30 30:40:30

東日本
日本海側

30:30:40
20:40:40 40:40:20

太平洋側 20:40:40 40:40:20

西日本
日本海側

20:40:40
20:40:40 40:40:20

太平洋側 20:40:40 40:40:20
沖縄・奄美 20:30:50 40:30:30 30:30:40

気温
1週目(％) 2週目(％) 3～4週目(％)

低 並 高 低 並 高 低 並 高

北日本 50:30:20 20:50:30 30:30:40

東日本 40:40:20 20:40:40 20:40:40

西日本 40:40:20 20:30:50 20:30:50

沖縄・奄美 40:40:20 10:30:60 20:30:50



• 寒気の影響を受けにくく、暖かい空気に覆われやすいため、向こう１か月の
気温は沖縄・奄美で高く、西日本で平年並か高いでしょう。

• 低気圧や湿った空気の影響を受けやすいため、東・西日本では向こう１か
月の降水量は平年並か多く、日照時間は平年並か少ないでしょう。

解説資料（全般予報のポイント）
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全般予報のポイント



地上気圧(1か月) 上空約1500mの気温(1か月)

１か月平均の地上気圧（左図）は、日本付近は西高東低の気圧配置の影響を受
けやすい時期があるでしょう。また、本州南岸付近では気圧の谷となっており、
東・西日本を中心に、低気圧や前線、日本の南の高気圧の縁を回りこむ湿った
空気の影響を受けやすい時期があるでしょう。
上空約1500mの気温（右図）は、大陸から本州付近は平年より高いですが、日
本の東では平年より低く、日本付近は寒気の影響を受ける時期もあるでしょう。

解説資料（数値予報モデルによる予測結果）
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200hPa速度ポテンシャル偏差SST偏差

MJOの対流活発位相が実況ではイン

ドネシア付近にあり、太平洋から大西
洋を東進する予測。対流不活発位相
が実況ではアフリカ大陸にあり、イン
ド洋から太平洋へ東進する予測。

エルニーニョ現象に対応して、太平洋赤
道域は中部を中心に正偏差。
インド洋熱帯域は西部を中心に正偏差。

予報資料の解釈
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降水量

200hPa速度ポテンシャル

MJOの対流不活発位相に対
応して、インドネシア付近で
上層収束偏差。

太平洋西部の赤道域を中心に
多雨偏差。

ベンガル湾からフィリピン付近
は少雨偏差で、沖縄・奄美付近
まで広がっている。

東・西日本付近は多雨偏差。

予報資料の解釈 １か月（3/16～4/12）
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850hPa流線関数

200hPa流線関数

予報資料の解釈 １か月（3/16～4/12）
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亜熱帯ジェット気流沿いの波列
パターンが見られ、バングラデ
シュ付近は低気圧性循環偏差、
東シナ海は相対的な高気圧性
循環偏差、日本の東は低気圧
性循環偏差。

フィリピンから日本の南で高気
圧性循環偏差。

日本の東で低気圧性循環偏差。



アリューシャンの南に負偏差、
東シベリア付近にブロッキング
高気圧に対応した正偏差。北・
東日本付近はアリューシャン
の南から広がる負偏差に覆わ
れる。一方、中国大陸から日
本の南にかけては正偏差。日
本付近は東谷傾向となってい
る。

予報資料の解釈 １か月（3/16～4/12）
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500hPa高度



北日本付近は低温偏差がか
かるが、大陸の寒気は弱く、大
陸から本州付近にかけて高温
偏差。

シベリア高気圧の勢力は大陸上
で全般に弱い。アリューシャンの
南では低気圧が発達しやすく、日
本付近は西高東低の気圧配置の
影響を受ける時期がある。日本
付近は東谷の場だが、大陸から
本州付近では等圧線の間隔は広
い。日本の南では正偏差で、東シ
ナ海付近の相対的な高気圧と日
本の南の高気圧の間が気圧の谷
となっており、東・西日本を中心
に低気圧や前線、湿った空気の
影響を受ける時期がある。

予報資料の解釈 １か月（3/16～4/12）
850hPa気温

海面気圧
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降水量

200hPa速度ポテンシャル

予報資料の解釈 １週目（3/16～3/22）

11

太平洋西部の熱帯域付近で
上層発散偏差。

インド洋付近で上層収束偏
差。

太平洋西部の赤道域で多雨偏
差。

南シナ海から日本付近まで少
雨偏差。



予報資料の解釈 １週目（3/16～3/22）
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850hPa流線関数

200hPa流線関数
亜熱帯ジェット気流に沿った波
列パターンが見られ、バングラ
デシュ付近で低気圧性循環偏
差。華中付近から東シナ海で
高気圧性循環偏差。日本の東
では低気圧性循環偏差。

日本の東で低気圧性循環偏差。
中国大陸付近では高気圧性循
環偏差。



予報資料の解釈 １週目（3/16～3/22）
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500hPa高度

寒帯前線ジェット気流に沿った
波列パターンに対応して、バイ
カル湖付近で正偏差。また、亜
熱帯ジェット気流沿いの中国大
陸付近で正偏差。

分裂した極渦の一部がカムチャ
ツカの南にあり、日本付近から
アリューシャンの南にかけて負
偏差で、日本付近は東谷傾向。



予報資料の解釈 １週目（3/16～3/22）
850hPa気温

海面気圧
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日本付近は日本の東から広が
る低温偏差に覆われる。一方、
バイカル湖付近から華中にか
けて高温偏差で、大陸の寒気
は弱い。

大陸から東シナ海にかけて正
偏差。

アリューシャン低気圧が発達し
やすく、北・東日本付近まで負
偏差に覆われ、西高東低の気
圧配置の時期がある。



予報資料の解釈 １週目（3/16～3/22）
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・ 北・東日本日本海側では、天気は数日の周期で変わりますが、西高東低の気圧配置
になりやすいため、平年に比べ曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

・ 西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるでしょう。
・ 北・東・西日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日

が多いでしょう。
・ 沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わりますが、高気圧に覆われやすいため、

平年に比べ曇りや雨の日が少ないでしょう。

想定される天候

＜気温＞

日本付近を低気圧が通過後、日本の東で発達し、日本付近は西高東低の気圧配置に移
行するため、全国的に寒気の影響を受けやすい。北日本では低温、東・西日本と沖縄・奄
美では低温傾向。

＜天候＞

北日本太平洋側では低気圧の影響を受ける時期があるが、一時的で並雨並照。北・東
日本日本海側中心に西高東低の気圧配置の影響を受ける時期があり、並雨寡照傾向。
高気圧に覆われやすく、沖縄・奄美は少雨傾向多照傾向、東日本太平洋側と西日本では
やや少雨やや多照。



降水量

200hPa速度ポテンシャル

予報資料の解釈 ２週目（3/23～3/29）
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インドネシア付近で上層収束
偏差。

太平洋西部の赤道域で多雨偏
差。

日本の南海上は少雨偏差だが、
東・西日本付近は多雨偏差。



予報資料の解釈 ２週目（3/23～3/29）
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850hPa流線関数

200hPa流線関数
亜熱帯ジェット気流上で波列パ
ターンが見られ、東シナ海付近
は相対的な高気圧性循環偏差。

日本の南は高気圧性循環偏
差。

日本の東は低気圧性循環偏
差。



500hPa高度

予報資料の解釈 ２週目（3/23～3/29）
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1週目に引き続き分裂した極渦
の一部がカムチャツカ付近に、
その北にはブロッキング高気
圧に対応した正偏差。

カムチャツカ付近の負偏差は
やや東へ移ったが、中国大陸
の正偏差の間で、日本付近は
東谷傾向が続く。



850hPa気温

海面気圧

予報資料の解釈 ２週目（3/23～3/29）
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中国大陸から本州付近にかけ
て高温偏差。北日本では偏差
は小さい。

アリューシャン低気圧が発達し、
日本付近は負偏差。また、日
本の南と黄海付近には高気圧
があり、その間の東・西日本付
近は気圧の谷となっており、低
気圧が通過し、低気圧に向
かって日本の南の高気圧の縁
を回る湿った空気が流れ込む
時期もある見込み。



予報資料の解釈 ２週目（3/23～3/29）
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・ 北日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるでしょう。
・ 北日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多いで

しょう。
・ 東・西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わりますが、低気圧や前線、湿っ

た空気の影響を受けやすく、平年に比べ曇りや雨または雪の日が多いでしょう。
・ 東・西日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わりますが、低気圧や前線、湿っ

た空気の影響を受けやすく、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。
・ 沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が多いで

しょう。

想定される天候

＜気温＞

寒気の影響を受けにくく、暖かい空気に覆われやすいため、西日本と沖縄・奄美では高
温。東日本では高温傾向。北日本は平年並。

＜天候＞
北日本では並雨並照を見込む。

東・西日本では、低気圧や前線、湿った空気の影響を受けやすく、多雨傾向寡照傾向を
見込む。

沖縄・奄美では、高気圧に覆われやすいため、やや少雨やや多照を見込む。



降水量

200hPa速度ポテンシャル

予報資料の解釈 ３～４週目（3/30～4/12）
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上層発散偏差は大西洋から
アフリカ付近を東進する。北
太平洋熱帯域の日付変更線
付近を中心に上層収束偏差。

ベンガル湾付近～フィリピンの
東にかけて少雨偏差。本州～
沖縄付近は多雨偏差。



日本付近は相対的な高気圧性
循環偏差。

フィリピンの東海上から日本の
南海上では高気圧性循環偏差。

予報資料の解釈 ３～４週目（3/30～4/12）
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850hPa流線関数

200hPa流線関数



アリューシャンの南の負偏差
は弱まり、日本付近は正偏差
で、日本の南を中心に正の高
偏差確率となっている。

日本の東や華南付近でスプ
レッドが大きく、日本付近の予
測に不確実性があることも考
慮する。

予報資料の解釈 ３～４週目（3/30～4/12）

23

500hPa高度



予報資料の解釈 ３～４週目（3/30～4/12）
850hPa気温

海面気圧
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高温偏差が中国大陸から西日
本と沖縄・奄美を中心に、日本
付近へ広がる。

アリューシャンの南では平年に
比べ低気圧が発達しやすい予
測だが、日本付近の負偏差は
弱まっている。

日本の南から東は正偏差と
なっており、日本付近は南から
湿った空気が流れ込みやすい
見込み。



予報資料の解釈 ３～４週目（3/30～4/12）
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・ 北・東・西日本日本海側では、天気は数日の周期で変わるでしょう。
・ 北・東・西日本太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日

が多いでしょう。
・ 沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が多いで

しょう。

想定される天候

＜気温＞

寒気の影響を受けにくく、暖かい空気に覆われやすいため、西日本と沖縄・奄美では高
温、東日本では高温傾向、北日本ではやや高温を見込む。

＜天候＞

低気圧や前線、南からの湿った空気の影響を受けやすいため、東・西日本や沖縄・奄美
ではやや多雨やや寡照を見込む。
北日本では並雨並照を見込む。



最近1週間(3月7日～3月13日)
は、天気は周期的に変化し、
低気圧の通過後は西高東低
の気圧配置となりました。8日
は東日本太平洋側を中心に雪
や雨が降り、12日は東・西日本

と沖縄・奄美で雨や雪が降りま
した。一方、高気圧に覆われた
時期もあったため、全国的に晴
れた日も多くなりました。

気温は、寒気の影響を受けや
すかった時期があったため、平
年を下回った所が多くなりまし
た。

最近1週間の天候経過
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